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1. 管理栄養士に着眼する理由 

日本の他の専門資格を参照軸に，養成制度，資
格の成立過程を明らかにし，情報専門職の一つと
して司書の養成と専門職化の検討に資する 

 

栄養士の上位資格として，管理栄養士を確立した
経緯が，情報専門職の一つとして司書資格の高
度化を検討する際の参考になると考えられる 
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2. 管理栄養士とは 

管理栄養士とは，厚生労働大臣の免許を受け
て，管理栄養士の名称を用いて，傷病者に対
する療養のため必要な栄養の指導…等を業と
するものをいう（栄養士法１条２項） 

 

管理栄養士の免許は，管理栄養士国家試験に
合格した者に対して，厚生労働大臣が与える
（栄養士法２条３項）  
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3. 養成制度 

管理栄養士の資格要件 
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3. 養成制度 

国家試験 

試験科目：９科目、問題：五肢択一で200問 

合格基準：総得点の60％以上 

合格者数など：第27回試験（2013.3実施） 

 

 

 

 

養成施設数：131大学等（2013.9現在） 

学校区分 受験者数 合格者数 合格率 

管理栄養士養成課程（新卒） 8,073 6,680 82.7% 

管理栄養士養成課程（既卒） 2,021 160 7.9% 

栄養士養成課程（既卒） 10,361 1,045 10.1% 

合計 20,455 7,885 38.5% 
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3. 養成制度 

管理栄養士有資格者の推移（累積） 
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4. 資格成立過程の特徴 

日本の他の専門資格の成立過程の検討から得
られた６つの特徴をもとに，司書資格と比較
しながら，管理栄養士の成立過程を明らかに
する 
  

(1) 資格を改善するための継続的な努力 

(2) ３つのアクター間での検討過程 

(3) 組織的な政治活動 

(4) 評価過程の設定による質の維持 

(5) 有資格教員の配置 

(6) 法的な配置規定 
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4. 資格成立過程の特徴 

(1) 資格を改善するための継続的な努力 

司書：1960～70年代に養成教育高度化の試行，制度

化に失敗，1990年代と2000年代に省令科目の変更  
  

管理栄養士 

1945年 栄養士規則 公布施行 

1947年 栄養士法 公布施行 

1950年 法改正 栄養士の修業年限の延長 

1962年 法改正 管理栄養士制度 創設 

1985年 法改正 管理栄養士の国家試験化 

2000年 法改正 管理栄養士の完全国家試験化 
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4. 資格成立過程の特徴 

(2) ３つのアクター間での検討過程 

司書：養成施設を代表する組織の不在，３アクター

の利害にかかわる事項を三者で議論できない構造  
  

管理栄養士 

1962年 管理栄養士制度 創設 

• 背景に栄養士有資格者の質低下，職業意識が希薄 

• 栄養士会（職能団体）は栄養士養成の高度化を示
した政府案を支持。しかし，養成施設協会（養成
施設）は反発 

• 各アクターの主張の折衷案として法改正。栄養士
制度を維持しながら，上位資格として管理栄養士
を創設 
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4. 資格成立過程の特徴 

1985年 管理栄養士の国家試験化 

• 栄養士会（職能団体）は管理栄養士の全面国家試
験化と必置義務制度確立に向けた政治活動を展開 

• 養成施設協会（養成施設）は全面国家試験化の必
要を認めるが，必置義務化の優先を主張 

• 両アクターで意見の対立，話し合い，歩み寄りの
結果，法改正。しかし，一部科目免除あり 

 

11 



4. 資格成立過程の特徴 

(3) 組織的な政治活動 

司書：養成施設を代表する組織が不在ゆえ，ほとん

どなかった  
  

管理栄養士 

1951年 栄養士会の体制が厚生省主導から，医師・栄
養士主導に 

1951年 地方自治庁による栄養士法廃止を阻止。議員
立法による栄養改善法（現 健康増進法）を成立させる 

1962年 法改正時，政府に請願・陳情活動 

1975年 日本栄養士連盟 創設 

1985年 法改正時，政治活動 
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4. 資格成立過程の特徴 

(4) 評価過程の設定による質の維持 

司書：認定試験，資格更新などの制度の不在。文科
省の養成課程への指導は，内容の評価を伴わない 

  

管理栄養士 

高等教育機関における養成課程についての課程認定
がある 

養成課程の修了者は，毎年行われる国家試験への合
格が義務付けられている 
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4. 資格成立過程の特徴 

(5) 有資格教員の配置 

司書：文科省が専任教員を複数配置してほしいと説
明・要望するにとどまる 

  

管理栄養士 

養成施設の教員の資格要件に，有資格者の配置を含
んでいる 

栄養士法施行規則 第11条で，栄養教育論など４科目
を担当する専任教員のうち，それぞれ１人以上は管
理栄養士又は管理栄養士と同等の知識及び経験を有
するものを配置することになっている 
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4. 資格成立過程の特徴 
(6) 法的な配置規定 

司書：存在しない 
  

管理栄養士 

栄養士会，養成施設協会との共同による働きかけ
で，健康増進法等において配置規定がつくられた 

• 管理栄養士の必置規定：特定給食施設にある（健康
増進法 第21条） 

• 管理栄養士の配置により，診療報酬の申請が可能
な領域もあり，職域拡大の一要因となっている 

• 配置規定の整備，職の掘り起こしをして，管理栄
養士の職域を拡大してきた 
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5. まとめ 

管理栄養士の資格制度化の特徴を司書資格との
比較を通して6つの観点から明らかにした。 

   

管理栄養士の養成制度と配置規定は，職能団体
と養成施設間の対立・妥協・協力を通した政治
的影響力の行使，調整の過程から作り上げられ
てきた。 
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